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広げよう福祉の輪を

社協
だより

２月の行事予定

※状況により予定が変更になる場合があります。

　

12
月
15
日
（
金
）、
文
化
交
流

セ
ン
タ
ー
ひ
び
き
で
、
上
田
泰
弘

町
長
、
上
田
孝
議
会
議
長
、
鹿
子

木
良
一
県
老
連
会
長
を
来
賓
に
迎

え
、
令
和
５
年
度
の
町
老
人
ク
ラ

ブ
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
、
国
歌
斉
唱
、
物
故
者
へ

の
黙
祷
、
日
方
和
義
会
長
に
よ
る

主
催
者
挨
拶
に
続
い
て
行
わ
れ
た

各
種
表
彰
で
は
、
白
寿
（
２
人　

代
表
受
領　

吉
田
ハ
ツ
子
さ
ん

﹇
代
理　

吉
田
不
二
夫
さ
ん
﹈）、

米
寿
（
26
人　

代
表
受
領　

坂
口

美
代
子
さ
ん
）、
叙
勲
表
彰
の
中

川
政
司
さ
ん
、
県
老
連
表
彰
（
２

人　

代
表
受
領　

津
川
凉
子
さ

ん
）、
８
０
２
０
運
動
の
該
当
会

員
（
４
人　

代
表
受
領　

榎
本
照

美
さ
ん
）、
感
謝
状
と
し
て
、（
故
）

畑
田
生
長
さ
ん
（
代
理　

畑
田
孝

子
さ
ん
）
に
表
彰
状
と
記
念
品
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

匿
名　
　
　
　

お
米　
　

75
㌕

町
遺
族
会
研
修
会

香
典
返
し
の
お
礼12

月
受
付
分

町
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

寄
付
お
礼

白
石
野　
　
　

中
川　

裕
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　

亡　

義
生　

様

熊
本
市
南
区
城
南
町

　
　
　
　
　
　

宇
田　

武
則
さ
ん

　
　
　
　

亡　

百
合
子
様（
払
川
）

畝　

野　
　
　

打
越　

浩
之
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　

亡　

ミ
サ
ヲ
様

合
同
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
終
了

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
補
修
工

事
の
た
め
、
昨
年
か
ら
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
を
合
同
で
行
っ
て
い
ま
し

た
が
、
工
事
が
終
了
し
た
た
め
１

月
15
日
（
月
）
か
ら
以
前
の
よ

う
に
２
箇
所
で
行
う
事
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
合
同
で
行
っ

て
い
た
た
め
、
体
操
や
レ
ク
レ
ー

シ
ョ
ン
も
賑
や
か
で
、
参
加
者

た
ち
も
と
て
も
楽
し
そ
う
に
過

ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
ま
た
、
別
々
の
活

動
に
な
り
ま
す
が
、
時
々
は
合

同
で
の
活
動
も
計
画
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

障がい者相談会
心配ごと（住民）相談
障がい者相談会定例会
心配ごと（住民）相談

（10日）
（13日）
（13日）
（27日）

集
い
の
場

　
　
　
「
よ
ん
な
っ
せ
」

　

１
月
13
日（
土
）、集
い
の
場「
よ

ん
な
っ
せ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
「
み
ど
り
か
わ
湖
ど
ん

ど
祭
り
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

朝
か
ら
湯
の
香
苑
に
集
合
し

て
、ど
ん
ど
や
が
は
じ
ま
る
ま
で
、

カ
ラ
オ
ケ
で
楽
し
み
ま
し
た
。
ど

ん
ど
や
の
会
場
に
移
動
し
、
大
き

く
組
ま
れ
た
櫓
の
前
で
火
入
れ
の

前
に
記
念
撮
影
を
し
ま
し
た
。
火

が
入
り
、
大
き
く
燃
え
上
が
る
と

参
加
者
か
ら
は
歓
声
が
あ
が
っ
て

い
ま
し
た
。
お
昼
は
湯
の
香
苑
で

お
弁
当
を
食
べ
、
買
い
物
も
出
か

け
る
事
が
で
き
、
楽
し
い
一
日
を

過
ご
し
ま
し
た
。

記
念
講
演
で
は
、
司
法
書
士
の
和

田
真
彦
さ
ん
が
「
子
や
孫
の
た
め

に　

お
持
ち
の
家
は
本
当
に
自

分
の
も
の
？
相
続
に
つ
い
て
知
ろ

う
」
と
題
し
て
講
演
。
令
和
６
年

４
月
１
日
よ
り
法
律
が
改
め
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
相
続
に
つ
い
て
不

安
を
抱
え
る
人
も
多
く
、
参
加
者

は
真
剣
な
様
子
で
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
総
勢
13
組
に
よ

る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
開
催
さ

れ
、
会
員
に
よ
る
歌
や
踊
り
な
ど

が
披
露
さ
れ
、
会
場
は
盛
り
上
が

り
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

鬼退治の劇に、利用者から応援の声
があがります

お笑いの劇に拍手喝采

　

年
末
に
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

の
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
寸
劇
や
踊

り
な
ど
を
披
露
し
笑
い
声
い
っ

ぱ
い
の
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

以
下
に
、
表
彰
者
の
氏
名
（
敬

称
略
）
と
所
属
ク
ラ
ブ
名
を
紹
介

し
ま
す
。

叙
勲　

旭
日
双
光
章

中
川　

政
司
（
洞
岳
恵
寿
会
）

県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
表
彰

津
川　

凉
子（

堅
志
田
老
人
ク
ラ
ブ
）

日
方　

和
義（
馬
場
若
宮
ク
ラ
ブ
） 

白
寿
表
彰

西
野　

弘
子（
馬
場
若
宮
ク
ラ
ブ
）

吉
田
ハ
ツ
子
（
二
和
田
親
和
会
）

米
寿
表
彰

服
部
ス
エ
メ（

堅
志
田
老
人
ク
ラ
ブ
）

氏
田
喜
美
子（

堅
志
田
老
人
ク
ラ
ブ
）

坂
口
美
代
子（

大
沢
水
老
人
ク
ラ
ブ
）

菊
池
ヨ
シ
子（

大
沢
水
老
人
ク
ラ
ブ
）

寺
田　

伍
一（
萱
野
老
人
ク
ラ
ブ
）

吉
村　

忠
義（
萱
野
老
人
ク
ラ
ブ
）

本
田
ハ
ル
コ（
萱
野
老
人
ク
ラ
ブ
）

井
芹
ツ
ユ
ミ（
岩
下
老
人
ク
ラ
ブ
）

本
山
キ
ミ
枝（

中
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
）

松
田
ア
サ
エ（
払
川
老
人
ク
ラ
ブ
）

三
島　

幸
子（
坂
本
老
人
ク
ラ
ブ
）

遠
山
恵
美
子（
坂
本
老
人
ク
ラ
ブ
）

宮
崎　

新
紀（
坂
本
老
人
ク
ラ
ブ
）

塚
原　

曉
美
（
永
富
親
和
会
）

三
浦
チ
ヲ
ト
（
三
加
明
老
会
）

杉
本
ト
シ
エ
（
三
加
明
老
会
）

建
山　

京
子
（
名
越
谷
福
寿
会
）

村
上　

重
喜
（
名
越
谷
福
寿
会
）

上
田　

眞
一
（
名
越
谷
福
寿
会
）

林　

チ
エ
子
（
桜
ク
ラ
ブ
）

髙
津　

逸
子
（
畝
野
老
寿
会
）

倉
岡　

房
子
（
畝
野
老
寿
会
）

平
野　

春
光
（
洞
岳
恵
寿
会
）

吉
田　

喜
一
（
洞
岳
恵
寿
会
）

上
村
ミ
サ
ヱ
（
洞
岳
恵
寿
会
）

岸
田
シ
ミ
子
（
洞
岳
恵
寿
会
）

８
０
２
０
表
彰

那
須　

紀
子（

堅
志
田
老
人
ク
ラ
ブ
）

榎
本　

照
美（
馬
場
若
宮
ク
ラ
ブ
）

松
枝　

保
俊（
馬
場
若
宮
ク
ラ
ブ
）

盛
川　

縫
子（

佐
俣
ハ
ー
ト
ク
ラ
ブ
）

感
謝
状

（
故
）畑
田　

生
長（
永
富
親
和
会
）

　

こ
れ
か
ら
は
今
ま
で
の
よ
う
に

毎
週
会
う
こ
と
も
な
く
な
り
ま
し

た
が
、
利
用
者
た
ち
は
「
寂
し
い

ね
、
ま
た
会
い
ま
し
ょ
う
」
と
言

葉
を
交
わ
し
な
が
ら
そ
の
日
の
活

動
を
終
え
て
い
ま
し
た
。

　

11
月
22
日
（
水
）、
令
和
５
年

度
の
遺
族
会
研
修
旅
行
が
行
わ
れ

ま
た
。
遺
族
会
総
代
15
人
が
県
護

国
神
社
で
手
を
合
わ
せ
、
戦
争
の

犠
牲
者
を
悼
み
、
平
和
へ
の
思
い

を
新
た
に
戦
没
者
９
１
８
柱
の
冥

福
を
祈
り
ま
し
た
。

萱　

野　
　
　

岩
本　

宏
幸
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　

亡　

幸
男　

様

岩　

下　
　
　

伊
津
野
義
昭
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　

亡　

洋
子　

様

遠　

野　
　
　

岩
越　

春
一
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　

亡　

フ
サ
エ
様

遠　

野　
　
　

御
門　

絹
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　

亡　

藤
哉　

様

石　

野　
　
　

松
野　

義
信
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　

亡　

ナ
ミ
エ
様

　このたびの能登半島地震による災害の影響により、石川県、富山県、新
潟県などで人的及び家屋への甚大な被害が発生し、多くの市町村に災害救
助法が適用されました。
　こうした状況を受けて、日赤美里町分区ならびに、共同募金会美里町分
会では、被災者を支援するために、義援金の募集を行っています。
　皆さんからお寄せいただいた義援金は、日本赤十字社熊本県支部、なら
びに県共同募金会を通じて、被災者被災地域に配分されます。
　ご支援・ご協力をよろしくお願いします。

能登半島地震災害義援金募集について

募金受付窓口

■日赤美里分区
■共同募金会美里分会（町社会福祉協議会）
　〈本所〉三和 420 番地（砥用庁舎内１階）
　〈支所〉佐俣 338 番地　福祉保健センター湯の香苑


